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【申請書に記載が必要なマイナンバー】 

 マイナンバーを利用する場合、申請書には、患者及び申請者と世帯員（申請者が属する

住民票上の世帯の全ての世帯員）のマイナンバーの記載が必要です。 

 世帯員のマイナンバーは窓口では確認を行わないため、記載にあたってはお間違えのな

いようにご注意ください。 

 

【確認書類について】 

書類を提出の際には、窓口において「マイナンバーの確認」と「身元確認」を行いますの

で、以下の書類をお持ちください。なお、「写し」の記載がないものは原本の提示が必要です。 

 

【申請者本人が申請する場合】 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のいずれかを提示 

 

■ 個人番号カード（裏面） 

■ 通知カード（記載された事項が住民

票に記載されている事項と一致して

いるもの） 

■ 住民票（個人番号が入ったもの）の写

し、住民票記載事項証明書 

 

 

以下のいずれかを提示 

 

■ 個人番号カード（表面） 

■ 顔写真入りの身分証明書※ 

（運転免許証、パスポートなど） 

■ 顔写真の入っていない身分証明書※ 

２つ（保険証、年金手帳など） 

 

マイナンバー制度の関係書類について（令和4年１月14 日～） 

 マイナンバー（個人番号）の確認 
（正しい番号であることの確認） 

身元の確認 
（番号の正しい持ち主であることの確認） 

※身分証明書となるもの 

 ■顔写真入りの身分証明書 

（いずれも提示時において有効なもの） 
 

   運転免許証、運転経歴証明書、パスポート、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、 

療育手帳、在留カード、特別永住者証明書、顔写真入りの学生証・社員証・資格証明書 
 

■肝炎治療受給者証、肝がん・重度肝硬変治療特別促進事業参加者証 

（いずれも提示時において有効なもの） 
   

■顔写真のはいっていない身分証明書（２つ以上の提示が必要） 

（いずれも提示時において有効なものまたは発行から６ヵ月以内のもの） 
 

保険証、年金手帳、児童扶養手当証書、特別児童扶養手当証書、写真表示のない学生証・ 

社員証・資格証明書（氏名、生年月日または住所が記載されているもの。） 

住民票の写し、住民票記載事項証明書（個人番号の確認として提示した場合は不可） 

印鑑登録証明書、戸籍の付票の写し（謄本、抄本も可）、母子健康手帳 

 



 

 

2 

 

【申請者のご家族や施設の職員等、代理人が申請する場合】 

  代理人の「代理権、身元確認」と、申請者の「番号確認」を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※身分証明書となるものについては、表面を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

代理権の確認 代理人の身元確認 

申請者の番号確認 

以下のいずれかを提示 

 

■ 法定代理人であることを証する書類 

戸籍謄本、その他その資格を 

証明する書類 

■ 委任状 

■ 申請者の身分証明書※ 

運転免許証、パスポート、 

保険証、個人番号カード等 

以下のいずれかを提示 

 

■ 個人番号カード 

■ 顔写真入りの身分証明書※ 

（運転免許証、パスポートなど） 

■ 顔写真のはいっていない身分証明書※ 

２つ（保険証、年金手帳など） 

以下のいずれかを提示 

 

■ 個人番号カードまたはその裏面の写し 

■ 通知カード（記載された事項が住民票に記

載されている事項と一致しているもの） 

またはその写し 

■ 住民票（個人番号がはいったもの）の写し、

住民票記載事項証明書またはその写し 

 

 


